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1.はじめに 
 近年、ニュース映像のアーカイビングが重要

となり、大容量のニュース映像を効果的に再利

用するために話題の検索や追跡といった技術が

必要とされている。また、最近では様々な観点

からの情勢理解のために国内だけでなく海外の

ニュース映像を視聴する機会が増えている。そ

のため、それら映像も検索の対象として有効利

用することが求められている。 

本研究では、放送国の異なる様々なニュース

映像から同一イベントを検索するための技術に

注目する。現在、一般にニュースの検索では新

聞記事検索などを拡張し、音声の書き下しやテ

ロップなどを用いたテキストのみによる手法が

用いられている。しかし、言語横断型の検索で

は機械翻訳の性能や放送国間の文化的背景の違

いなどにより、同一言語・放送局による映像の

みを対象にする場合に比べて検索は困難になる。

そこで我々は、同一イベント間の映像の同一性

に着目し、テキストの類似性に加えてニュース

映像間の同一映像区間の存在を用いることで同

一ニュースイベントの検索性能を向上すること

を目指す。 

以降、2 章で事前処理となるニュースイベント

の分割について説明し、3 章で同一映像区間の検

出方法を述べる。4 章で実験とその結果を示し、

5 章で本研究をむすぶ。 

2.ニュースイベントの分割 
本研究では照合処理をイベント単位で扱うの

で、事前処理としてイベント分割を行なう。イ

ベントとは、“ある日ある場所で起こった出来

事”のことをいう。一般にニュース映像は複数

のストーリからなることに注目し、本研究では 1

ストーリを 1 イベントとして扱う。以下の実験

で 

では、文字放送字幕(Closed Caption; CC)テキ

ストやアンカーショットの出現などを利用した

文献[2,3]のような既存手法を用いてストーリ分

割を行なった結果を利用する。 

 

図 1.同一映像区間の検出手順 

3.同一映像区間の検出 
3.1.照合領域の抽出 

 ニュース映像には各番組で独自のテロップを

挿入することが多く、この影響により素材映像

が同一でも映像間の類似度が低下する可能性が

ある。そこで、本研究ではテロップが挿入され

にくい映像の中心部分のみを照合領域として用

いる。また、特徴量として RGB 値を用いるため、

放送局や録画状況における映像の明るさの違い

による影響も照合時の問題となる。そこで、映

像中の各照合領域の輝度値に対してヒストグラ

ム平坦化を施す。 

3.2.映像区間の照合 Cross-lingual retrieval of identical news events 

referring to near-duplicate video segments 
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 本研究では、ニュース映像中から同一映像区

間を検出する手法として、特徴次元圧縮を用い

た 2 段階照合における高速検出手法[1]を用いる。

まず、映像照合における計算の高速化のため、

各区間映像の特徴ベクトルに対して空間方向(フ

レーム内)と時間方向(複数フレーム間)の 2 段階

の次元圧縮を施す。次に、次元圧縮により低次



元化された特徴ベクトルを用いて、照合映像区

間の組合せに漏れがないよう参照する映像区間

の位置をずらしながら繰り返し照合をすること

で同一映像区間の候補を高速に検出する。最後

に、候補として得られた映像区間に対し、次元

圧縮前の高次元特徴ベクトルによる詳細照合を

行い、同一映像区間を正確に検出する。 

4.実験 
4.1.実験対象 

 2004 年 11 月に放送された日本(NHK:News7)と

アメリカ(CNN:NewsNight)のニュース映像を対象

に実験を行った。テキストによる検索との比

較・併用を行うため、ニュース映像は CC テキス

トが存在するものを選択し、日本のニュース映

像(30 分)1 本に対し、その前後 24 時間以内に放

送されたアメリカのニュース映像(60 分)2 本を 1

つのグループとし、グループ内の映像間でのみ

同一イベントの検出を行なった(図 2)。これは日

米間の時差やニュース伝達の時間を考慮した制

約である。以下の実験では 10 個のグループを用

いた。 

 

図 2.日米ニュース映像の放送時間の関係 

4.2.比較実験：テキストによる同一イベント検

出 

 比較のためにテキストのみによる検出を行な

った。テキストソースとして各ニュース映像の

CC テキストを用い、英文 CC テキストは翻訳ソフ

トウェア「The 翻訳プロフェッショナル v10」

[東芝]により和文テキストに変換して用いた。

実験方法は、イベント毎に CC テキストから特定

の属性をもつ語をキーワードとして抽出し、イ

ベント間の出現頻度ベクトルの内積をテキスト

の類似度として同一イベントを検出した。 

4.3.実験結果 

 映像の同一性(画像情報)のみ、テキスト情報

のみを用いた同一ニュースイベント検出の結果

は表 1 のようになった。また、各検出処理から

画像・テキスト各々でイベント間の類似度を求

め、それらを加重和により組み合わせた類似度

を用いた検出の結果も表 1 に示す(画像+テキス

ト)。なお、テキストの類似度はキーワードの出

現頻度ベクトルの内積、画像の類似度はイベン

ト間で共有する同一映像区間の時間的割合によ

った。この結果より、画像情報を用いることで

テキスト情報では検出できなかった同一イベン

ト対を検出可能となり、両情報を併用すること

で同一イベント検出の精度を高めることができ

ることが確認された。 

表 1.同一ニュースイベント検出の実験結果 

実験  

条件 

画像情報 

のみ 

テキスト 

情報のみ 

テキスト 

＋画像 

適合率 72% (13/18) 44% (20/45) 83% (24/29)

再現率 52% (13/25) 80% (20/25) 96% (24/25)

5.むすび 
 本研究では、言語が異なるニュース映像間か

ら同一イベントを検索する技術に注目し、テキ

ストによる同一イベント検出の不十分さを補う

ために同一映像区間の存在を利用する検出手法

を提案した。従来のテキストによる手法では機

械翻訳性能の問題や視点・文化的背景の違いに

より検出が困難であった同一イベント対を、同

一映像区間検出を用いて対応付けることで検出

することが可能になった。 

今後は、映像の同一性とテキストの類似性を

効果的に併用するための手法を検討し、より高

性能な同一ニュースの言語横断検索システムの

作成を目指す。 
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